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は
じ
め
に

閑
院
宮
旧
蔵
資
料
は
、
昭
和
六
三
年
に
戸
田
華
子
氏
（
閑
院
宮
載
仁
親
王
の
五
女
）
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
山
天
皇
皇
子
直
仁
親
王
に
よ
っ
て
宝
永
七
年
（
一
七
一

〇
）
に
創
立
さ
れ
た
閑
院
宮
は
、
歌
道
と
入
木
道
（
大
師
流
）
を
得
意
と
し
て
い
た
。

歌
道
関
係
資
料
の
う
ち
古
今
伝
受
関
係
は
、
す
で
に
平
成
一
七
年
の
恒
例
展
示
会
に
お

い
て
公
開
し
た
が
、
そ
の
後
整
理
し
た
和
歌
短
冊
六
五
部
二
三
九
一
枚
に
関
し
て
は
、
書

陵
部
紀
要
六
二
・
六
三
号
彙
報
欄
で
目
録
情
報
の
み
公
開
し
た
（
表
一
に
相
当
す
る
）。

閑
院
宮
に
蔵
さ
れ
た
短
冊
は
、
親
王
の
御
詠
草
と
門
弟
の
詠
草
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
歌

道
教
授
を
行
う
閑
院
宮
の
実
態
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
資
料
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
短
冊
類
の
整
理
方
法
に
つ
い
て
も
併
せ
て
述
べ
た
い
。

一
、
形
状
等
と
整
理

ま
ず
書
陵
部
に
入
っ
た
時
点
の
状
態
を
示
し
、
現
在
ど
の
よ
う
に
弁
別
し
整
理
し
た
か

を
記
し
て
お
き
た
い
。

１
．
包
紙

短
冊
は
包
紙
で
く
る
ま
れ
、
ほ
ぼ
詠
歌
機
会
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、「
明
和
六
年

六
月
二
日
摩
尼
浄
院
宮
十
七
回
忌
追
善
」（
閑
・
三〇三三）「
酉
十
二
月
」（
閑
・
三〇五八）
な

ど
の
原
装
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
時
代
の
ウ
ハ
書
を
持
つ
も
の
と
、
白
紙
の
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
に
宮
家
で
近
代
に
付
け
た
「
九
号
包
２
５
」
な
ど
の
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ハ
書
の
当
座
歌
会
な
ど
の
情
報
は
、
明
ら
か
な
間
違
い
の
な
い
場
合
は
そ
れ
を
踏
ま
え

て
整
理
書
名
を
つ
け
た
。
ま
た
、
ひ
と
包
み
の
中
の
並
び
順
に
関
し
て
も
、
と
く
に
不
審

が
な
い
限
り
変
え
な
か
っ
た
。
他
の
出
詠
者
と
明
ら
か
に
違
う
も
の
（
題
や
在
世
の
期
間

に
よ
っ
て
判
明
）
は
、
そ
の
並
び
の
後
ろ
に
回
し
た
。
ま
た
、
当
主
の
詠
草
に
は
「
九
号

包
六　

九
十
五
枚
ノ
内　

其
六
在
中
」（
閑
・
三〇二二）
等
の
近
代
の
貼
り
紙
が
あ
る
も
の

も
多
く
（
包
紙
・
短
冊
と
も
）、
こ
の
順
序
も
改
め
な
か
っ
た
。

現
在
は
短
冊
を
伸
ば
し
た
状
態
で
包
紙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
短
冊
に
三
折
り
の
跡

が
あ
る
も
の
も
多
い
。
ま
た
水
引
で
綴
じ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

な
お
、
当
主
の
短
冊
は
包
み
を
ま
と
め
て
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
で
親
王
ご
と
の
括
り
に
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
年
月
を
経
て
劣
化
し
裂
け
て
い
た
の
で
、
そ
の
部
分
を
裁
ち
落
と
し
、

資　

料　

紹　

介

閑
院
宮
和
歌
資
料
─
閑
院
宮
御
会
短
冊
を
中
心
に
─

杉
本
ま
ゆ
子
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字
の
あ
る
所
を
残
し
た
。

２
．
料
紙

素
紙
の
短
冊
と
打
曇
（
青
・
紫
）
の
短
冊
が
あ
る
。
当
主
の
詠
草
に
は
素
紙
が
多
く
見

ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
打
曇
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
典
仁
親
王
の
短
冊

（
閑
・
三〇二三、
五
一
九
枚
）
の
う
ち
、
打
曇
は
五
一
枚
、
刷
文
様
の
色
短
冊
が
三
枚
で
、

ほ
か
は
す
べ
て
素
紙
の
短
冊
で
あ
る
。
素
紙
の
短
冊
は
下
書
き
か
手
控
え
で
、
禁
裏
・
仙

洞
御
所
で
の
月
次
御
会
等
や
自
邸
で
の
歌
会
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
典
仁
」
の
署
名

の
な
い
短
冊
も
多
い
（
七
二
枚
）
の
が
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
酉
十
一
月
松
辺
千
鳥
愛
徳
以
下
」
の
ウ
ハ
書
が
あ
る
「
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政

元
年
一
一
月
」（
閑
・
三〇五七）
な
ど
自
邸
で
催
し
た
と
思
わ
れ
る
月
次
御
会
の
包
み
に
は

典
仁
親
王
や
美
仁
親
王
の
詠
草
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
当
主
詠
草
は
ほ
ぼ
抜
き
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
ひ
と
包
み
の
中
に
、
寸
法
の
異
な
る
も
の
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。

閑
・
三〇七七は
、「
夏
懐
旧
／
実
光
以
下
九
十
三
枚
」
と
ウ
ハ
書
さ
れ
た
包
紙
に
、「
夏
懐

旧
」
と
題
が
書
か
れ
た
上
紫
の
打
曇
短
冊
に
始
ま
り
、
次
が
上
青
の
正
親
町
実
光
の
「
う

つ
し
う
へ
て
軒
端
を
め
ぐ
る
呉
竹
の
葉
風
す
ゞ
し
き
夏
は
き
に
け
り
」
と
続
く
短
冊
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
押
小
路
実
岑
（
一七五〇年
薨
）
か
ら
赤
尾
可
官
（
一八五二年
没
）
ま
で
の
詠

が
あ
っ
て
、
一
度
の
歌
会
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
短
冊
は
寸
法
に
よ
り
、
以
下
に
分
か
れ
る
。（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

ア
三
六
・
五
×
六
・
〇
（
七
枚
）	

イ
三
六
・
八
×
六
・
〇
（
三
五
枚
）

ウ
三
七
・
五
×
六
・
一
（
二
二
枚
）	

エ
三
七
・
三
×
六
・
〇
（
一
二
枚
）

オ
三
八
・
三
×
五
・
七
（
一
四
枚
）	

カ
三
七
・
〇
×
六
・
三
（
一
枚
）

キ
三
七
・
六
×
六
・
四
（
一
枚
）	

ク
三
七
・
九
×
六
・
四
（
一
枚
）

ア
は
「
夏
懐
旧
」
と
同
寸
の
も
の
。「
弔
ひ
の
懐
紙
、
短
冊
の
事
、（
中
略
）
短
冊
を
ば

紫
を
上
に
な
し
て
書
べ
し
（
（
（

」（
和
歌
道
作
法
条
々
）
と
あ
る
よ
う
に
、
追
善
詠
に
用
い
た

と
わ
か
る
。
ア
の
中
に
は
上
青
も
あ
る
が
、「
十
年
の
あ
ま
り
み
と
せ
の
夏
に
」（
為
村
）

「
な
く
音
に
も
昔
ぞ
し
の
ぶ
」（
行
忠
）
な
ど
、
追
善
詠
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
雅
香

の
「
六
月
の
す
ぎ
に
し
け
ふ
を
」
と
合
わ
せ
る
と
、
明
和
二
年
（
一七六五）
六
月
二
日
の
直

仁
親
王
十
三
回
忌
の
折
と
わ
か
る
。

イ
は
す
べ
て
題
の
あ
る
短
冊
な
の
で
当
座
歌
会
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
押
小
路
実
岑
の

薨
年
か
ら
考
え
て
直
仁
親
王
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
ウ
と
エ
は
、
夏

と
竹
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
出
詠
者
も
履
歴
の
わ
か
る
範
囲
で
は
一
七
九
〇
年
頃
生
存

の
人
物
ば
か
り
で
あ
る
が
、
ウ
が
藤
木
保
矢
・
平
田
元
敷
ら
地
下
官
人
と
、
義
源
・
重

道
・
道
瑞
ら
姓
不
明
の
人
々
、
エ
が
三
条
西
廷
季
・
烏
丸
資
董
ら
堂
上
、
と
分
か
れ
て
お

り
、
同
じ
題
で
堂
上
と
地
下
に
分
け
て
歌
会
を
お
こ
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
は
、
出
詠
者
か
ら
判
断
し
エ
と
同
時
期
で
あ
る
が
、
田
を
詠
み
込
ん
で
お
り
、
カ

（
実
光
）・
キ
（
北
大
路
祥
光
）
も
寸
法
は
違
う
も
の
の
田
が
題
材
な
の
で
オ
の
ツ
レ
、
ク

（
正
親
町
公
明
）
は
「
竹
の
影
」
と
詠
ん
で
い
る
の
で
、
エ
の
ツ
レ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。な

お
、
閑
院
宮
旧
蔵
短
冊
の
大
部
分
は
堂
上
か
地
下
官
人
な
の
で
履
歴
を
追
え
る
が
、

中
に
は
詳
細
不
明
の
人
物
が
い
る
。〈
表
二
〉
で
は
そ
の
場
合
補
足
欄
に
「
？
」
を
付
し

て
お
い
た
。
同
じ
く
補
足
欄
に
本
姓
が
書
い
て
あ
る
も
の
は
、
短
冊
に
「
秦
宗
興
」
な
ど

と
あ
る
が
家
号
が
不
明
な
人
物
で
あ
る
。
ま
た
女
性
の
詠
草
と
思
し
き
も
の
が
数
点
見
ら

れ
る
が
、
ど
れ
に
も
裏
に
名
前
は
無
い
の
で
、
包
紙
等
の
記
載
を
利
用
し
た
。

３
．
書
名

整
理
書
名
は
〈
表
一
〉
に
上
げ
た
通
り
だ
が
、
包
紙
ウ
ハ
書
を
そ
の
ま
ま
採
る
こ
と
は
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し
な
か
っ
た
。
以
下
、
短
冊
の
整
理
と
書
名
の
付
け
方
を
記
し
て
お
き
た
い
。

①
追
善
和
歌

追
善
和
歌
は
、
ウ
ハ
書
に
「
明
和
六
年
六
月
二
日　

懐
旧
涙　

出
題
為
村
卿
／
摩
尼
浄

院
宮
十
七
回
忌
追
善
」（
閑
・
三〇三三）
な
ど
と
あ
る
が
、
整
理
書
名
は
「
直
仁
親
王
十
七

回
忌
追
善
短
冊
明
和
六
年
」
と
し
た
。
こ
れ
は
男
性
の
場
合
で
、
女
性
の
場
合
は
、
親
王

の
生
母
な
ど
俗
名
不
明
の
場
合
が
あ
る
上
、
俗
名
の
知
名
度
が
低
く
利
便
性
に
欠
け
る
の

で
、
院
号
の
ま
ま
と
し
た
。

②
御
会
和
歌

ウ
ハ
書
な
ど
に
催
行
日
が
書
か
れ
、
凡
そ
内
容
と
齟
齬
を
来
さ
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま

「
閑
院
宮
御
会
短
冊
○
年
○
月
○
日
」
と
し
た
。
ま
た
「
閏
六
月
」（
閑
・
三〇五五）
な
ど
と
書

か
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
元
に
定
め
た
。
年
次
が
わ
か
ら
な
い
も
の
の
う
ち
、
歌
題
が
通

題
で
あ
る
場
合
は
、
題
を
書
名
に
添
え
、
題
が
様
々
な
場
合
は
、
出
詠
者
名
を
添
え
た
。

③
そ
の
他

閑
院
宮
旧
蔵
短
冊
の
中
に
は
、
在
世
の
時
期
が
合
わ
な
い
人
物
の
詠
草
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
包
み
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
便
宜
的
に
一
名
の
名
を
挙
げ
、「
─
─
他
詠
草
短

冊
」
な
ど
と
し
た
。

以
上
①
〜
③
の
よ
う
な
方
針
で
書
名
を
付
け
た
上
で
、
時
期
、
出
詠
者
を
一
覧
に
し
た

も
の
が
〈
表
二
〉
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
家
格
ご
と
（
皇
族
、
摂
家
、
大
臣
・
清
華
、
羽
林
、

名
家
、
半
家
、
地
下
、
不
明
）
に
分
け
、
そ
の
中
で
年
代
順
に
並
べ
た
。

二
、
考
察

次
に
こ
の
短
冊
が
資
料
と
し
て
興
味
深
い
点
を
挙
げ
る
。

１
．
故
実
書
と
の
違
い

和
歌
会
に
は
作
法
が
あ
り
、『
和
歌
秘
伝
聞
書
』
や
『
和
歌
道
作
法
条
々
』
で
は
、
短

冊
を
用
い
た
歌
会
の
作
法
も
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
歌
会
の
終
了
後
、
短
冊
は

「
手
一
束
に
つ
め
候
て
一
結
び
に
す
べ
し
」（
和
歌
道
作
法
条
々
）
と
、
水
引
で
綴
じ
る
の

が
故
実
で
あ
る
が
、
本
資
料
群
の
中
で
綴
じ
て
あ
る
の
は
、
閑
・
三〇四三〜
三〇四七で
あ
る
。

三〇四五〜
三〇四七は
包
紙
か
ら
当
座
和
歌
と
明
ら
か
で
あ
る
し
、
三〇四三・
三〇四四も
各
短
冊
に
題

が
書
か
れ
て
お
り
当
座
和
歌
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
御
会
で
詠
ま
れ
た
も
の
は
多
い
が
、
叙
上
の
詠
草
だ
け
が
綴
じ
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
蝶
結
び
で
あ
り
「
一
結
び
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
一
旦
解
か
れ
た

も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
、
閑
・
三〇四三の
短
冊
は
裏
面
に
年
月
日
ま
た
は
月
日
が
書
い
て
あ
り
、
九
名
（
表

二
参
照
）
の
享
保
八
年
の
一
年
分
を
ま
と
め
て
綴
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
和
歌
秘

伝
聞
書
』
に
よ
れ
ば
「
一
、
短
冊
う
ら
書
様
。
上
二
寸
三
分
置
て
、
年
号
月
日
書
て
、
さ

し
さ
げ
て
左
の
脇
に
当
座
と
可
書
」
と
あ
る
が
、「
当
座
」
等
の
文
字
は
な
い
。
故
実
書

か
ら
の
隔
た
り
が
見
て
と
れ
よ
う
。

２
．
当
主
と
歌
会

〈
表
二
〉
を
見
る
と
、
詠
草
の
分
布
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
最

初
の
区
切
り
は
、
宝
暦
三
年
（
一七五三）
直
仁
親
王
の
薨
去
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
で
目

立
つ
の
は
、
閑
院
宮
諸
大
夫
の
浅
井
国
幹
・
光
尚
親
子
を
は
じ
め
と
す
る
地
下
官
人
と
、

近
衛
家
久
で
あ
る
。

浅
井
国
幹
は
閑
・
三〇四五、
三〇四六と
直
仁
親
王
や
近
衛
家
久
と
と
も
に
歌
を
詠
み
（
短
冊

が
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
）、
三〇七一、
三〇七二で
は
、
羽
林
家
の
八
条
隆
英
ら
と
詠
ん
で

い
る
。
閑
・
三〇四五の
詠
作
時
期
で
あ
る
享
保
一
四
年
に
は
従
五
位
上
に
上
っ
て
い
る
と
は
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い
え
、
破
格
の
扱
い
と
い
え
よ
う
。
直
仁
親
王
の
歌
会
は
、
内
々
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

な
お
、
口
絵
写
真
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
直
仁
親
王
は
近
衛
家
煕
（
真
覚
）
の
指
導
を
受
け

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
以
後
も
、
家
久
、
内
前
、
経
煕
、
と
詠
草
が
残
っ
て
お
り
、

内
前
女
で
あ
る
因
子
は
美
仁
親
王
妃
と
な
っ
て
い
る
。

典
仁
親
王
が
明
和
二
年
（
一七六五）
に
手
仁
遠
波
伝
受
を
受
け
門
人
を
持
て
る
よ
う
に
な

り
、
天
明
元
年
（
一七八一）
に
光
格
天
皇
の
和
歌
師
範
に
な
っ
て
最
高
潮
を
迎
え
る
。
天
明

三
年
（
一
七
八
三
）
に
は
美
仁
親
王
も
典
仁
親
王
よ
り
手
仁
遠
波
伝
受
を
授
か
り
弟
子
を

と
れ
る
資
格
を
得
た
。
こ
う
し
て
歌
の
家
と
し
て
着
実
に
地
位
を
固
め
、
勿
論
光
格
天
皇

の
実
父
で
あ
る
と
い
う
典
仁
親
王
の
立
場
も
優
位
に
働
き
、
門
弟
も
増
え
、
月
次
歌
会
を

開
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
年
次
の
明
ら
か
な
資
料
は
美
仁
親
王
の
薨
去
以
前
で
終
わ
る
の
で
、
そ
れ
以
降

の
閑
院
宮
で
の
和
歌
活
動
は
不
明
で
あ
る
。
第
四
代
孝
仁
親
王
が
三
三
歳
で
薨
去
（
文
政

二
年
に
光
格
上
皇
よ
り
手
仁
遠
波
伝
受
有
）、
第
五
代
愛
仁
親
王
が
二
五
歳
で
薨
去
す
る

の
で
、
主
体
的
な
和
歌
活
動
を
為
し
え
な
い
う
ち
に
生
涯
を
閉
じ
た
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

お
わ
り
に

閑
院
宮
旧
蔵
資
料
の
整
理
は
途
上
で
あ
る
が
、
現
在
確
認
出
来
る
限
り
の
短
冊
資
料
を

今
回
示
し
た
。
歌
道
の
場
合
、
遠
方
に
も
門
人
が
お
り
、
書
状
に
よ
る
添
削
は
行
え
る
の

で
あ
る
が
（
（
（

、
添
削
さ
れ
た
懐
紙
類
は
門
人
の
手
に
戻
る
の
で
、
入
門
・
伝
受
の
際
の
誓
状
、

門
人
帖
以
外
に
門
人
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
こ
の
資
料
に
よ
り
初
め
て
門
人

の
把
握
が
出
来
、
具
体
的
な
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
地
下
官
人
の
自
筆
資
料

を
見
い
だ
し
た
こ
と
も
今
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

今
後
も
閑
院
宮
・
有
栖
川
宮
の
整
理
を
通
じ
、
近
世
中
後
期
の
和
歌
御
会
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）　

山
本
啓
介
氏
著
『
詠
歌
と
し
て
の
和
歌 

和
歌
会
作
法
・
字
余
り
歌
─
付
〈
翻
刻
〉
和
歌

会
作
法
書
─
』（
新
典
社
、
平
成
二
一
年
）
に
『
和
歌
秘
伝
聞
書
』『
和
歌
道
作
法
条
々
』
の
翻

刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
の
引
用
は
こ
れ
を
用
い
、
適
宜
漢
字
に
直
し
た
。

（
２
）　

神
作
研
一
氏
著
『
近
世
和
歌
史
の
研
究
』（
角
川
書
店
、
平
成
二
五
年
）
第
一
部
第
二
章

「
元
禄
の
添
削
」
に
詳
し
い
。
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〈
表
一
〉　
　
　（
函
号
の
閑
は
省
略
し
た
）

番
号

書
名
お
よ
び
員
数

三〇二二
直
仁
親
王
御
短
冊

九
二
枚

　
（
附
）
近
衛
家
煕
口
陳
（
一
通
）
真
仁
親
王
御
短
冊
（
二
枚
）

三〇二三
典
仁
親
王
御
短
冊

五
一
九
枚

三〇二四
美
仁
親
王
御
短
冊

五
九
三
枚

三〇二五
愛
仁
親
王
御
短
冊

一
〇
一
枚

三〇二六
職
仁
親
王
等
御
詠
草

九
点

三〇二七
孝
仁
親
王
御
短
冊

四
八
枚

三〇二八
成
菩
提
院
一
周
忌
追
善
短
冊
等
明
和
九
年

五
点

三〇二九
成
菩
提
院
三
回
忌
追
善
短
冊
等
安
永
二
年

六
点

三〇三〇
成
菩
提
院
七
回
忌
追
善
短
冊
安
永
六
年

五
枚

三〇三一
成
菩
提
院
十
七
回
忌
追
善
短
冊
天
明
七
年

六
枚

三〇三二
直
仁
親
王
七
回
忌
追
善
短
冊
宝
暦
九
年

一
七
枚

三〇三三
直
仁
親
王
十
七
回
忌
追
善
短
冊
明
和
六
年

一
七
枚

三〇三四
直
仁
親
王
二
十
五
回
忌
追
善
短
冊
安
永
六
年

一
五
枚

三〇三五
直
仁
親
王
三
十
三
回
忌
追
善
短
冊
天
明
五
年

二
一
枚

　
（
附
）
追
善
和
歌
御
点
人
数
（
一
通
）

三〇三六
心
観
院
三
回
忌
追
善
短
冊
安
永
二
年

三
枚

三〇三七
深
仁
親
王
等
詠
草
御
短
冊

七
枚

三〇三八
公
啓
親
王
御
詠
草
等
短
冊

三
枚

三〇三九
近
衛
内
前
詠
草
等
短
冊

四
枚

三〇四〇
典
仁
親
王
等
詠
草
御
短
冊

四
枚

三〇四一
甘
露
寺
規
長
他
詠
草
短
冊

五
枚

三〇四二
芝
山
重
豊
詠
草
短
冊
等

三
点

三〇四三
閑
院
宮
御
会
短
冊
享
保
八
年

一
六
五
枚

三〇四四
閑
院
宮
御
会
短
冊
享
保
九
年
二
月
三
日

五
枚

三〇四五
閑
院
宮
御
会
短
冊
享
保
一
四
年
一
〇
月
一
二
日

一
〇
枚

三〇四六
閑
院
宮
御
会
短
冊
享
保
一
五
年
三
月
二
五
日

一
〇
枚

三〇四七
閑
院
宮
御
会
短
冊
享
保
一
六
年
三
月
五
日

一
〇
点

三〇四八
閑
院
宮
御
会
短
冊
天
明
八
年
七
月

三
枚

三〇四九
閑
院
宮
御
会
短
冊
天
明
八
年
八
月

五
枚

三〇五〇
閑
院
宮
御
会
短
冊
天
明
八
年
九
月

五
枚

三〇五一
閑
院
宮
御
会
短
冊
天
明
八
年
一
〇
月

八
枚

三〇五二
閑
院
宮
御
会
短
冊
天
明
八
年
一
一
月

九
枚

三〇五三
閑
院
宮
御
会
短
冊
天
明
八
年
一
二
月

八
枚

三〇五四
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
元
年
四
月

一
七
枚

三〇五五
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
元
年
閏
六
月

一
七
枚

三〇五六
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
元
年
七
月

一
六
枚

三〇五七
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
元
年
一
一
月

一
六
枚

三〇五八
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
元
年
一
二
月

一
三
枚

三〇五九
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
三
年
九
月

一
二
枚

三〇六〇
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
四
年
四
月
一
一
日

五
三
枚

三〇六一
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
四
年
六
月
一
一
日

二
四
枚

三〇六二
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
四
年
一
一
月

一
〇
枚

三〇六三
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
四
年
一
二
月

五
枚

三〇六四
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
六
年
四
月

五
枚

三〇六五
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
六
年
四
月
六
日

六
枚

三〇六六
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
六
年
五
月

九
枚

三〇六七
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
六
年
六
月
一
三
日

一
五
枚

三〇六八
閑
院
宮
御
会
短
冊
寛
政
六
年
六
月
二
六
日

一
三
枚

三〇六九
閑
院
宮
御
会
短
冊
聖
廟
法
楽
文
化
七
年

一
〇
枚

三〇七〇
閑
院
宮
御
会
短
冊
聖
廟
法
楽
文
化
八
年

一
〇
枚

三〇七一
閑
院
宮
御
会
短
冊
平
松
時
行
他

一
五
点

三〇七二
閑
院
宮
御
会
短
冊
交
野
惟
粛
他

一
六
枚

三〇七三
閑
院
宮
御
会
短
冊
下
冷
泉
宗
家
他

二
七
枚

三〇七四
閑
院
宮
御
会
短
冊
平
田
元
敷
他

八
〇
枚

三〇七五
閑
院
宮
御
会
短
冊
典
仁
親
王
他

六
二
枚

三〇七六
閑
院
宮
御
会
短
冊
正
親
町
公
明
他

一
一
枚

三〇七七
閑
院
宮
御
会
短
冊
夏
懐
旧
等

九
三
枚

三〇七八
閑
院
宮
御
会
短
冊
山
落
葉

一
〇
枚

三〇七九
閑
院
宮
御
会
短
冊
待
郭
公

一
九
枚

三〇八〇
閑
院
宮
御
会
短
冊
月
前
郭
公

一
五
枚

三〇八一
閑
院
宮
御
会
短
冊
江
上
納
涼

一
六
枚

三〇八二
閑
院
宮
御
会
短
冊
深
夜
見
月

一
六
枚

三〇八三
閑
院
宮
御
会
短
冊
遙
聞
鹿
声

一
六
枚

三〇八四
閑
院
宮
御
会
短
冊
残
菊
帯
霜

一
五
枚

三〇八五
閑
院
宮
御
会
短
冊
暮
山
木
枯

八
枚



〈表二〉
函架番号（閑は省略） 3043 3045 3046 3047 3073 3071 3072 3032 3044 3033 3040 3028 3029 3036 3034 3030 3035 3039 3031 3048 3049 3050 3051 3052 3053 3054 3055 3056 3057 3058 3080 3081 3082 3083 3084 3078 3074 3059 3060 3061 3062 3063 3085 3065 3064 3066 3067 3068 3079 3069 3070 3027 3041 3042 3076 3026 3037 3038 3075 3077

開催時期（西暦） 1723 1729 1730 1731
1725
〜
38

1726
〜
39

1726
〜
39

1759 1765 1769 〜
1772 1772 1773 1773 1777 1777 1785 〜

1785 1787 1788 1788 1788 1788 1788 1788 1789 1789 1789 1789 1789 1789? 1789? 1789? 1789? 1789? 〜
1790

1781
〜
90

1791 1792 1792 1792 1792 〜
1793 1794 1794 1794 1794 1794 〜

1799 1810 1811 〜
1824 不明 不明 不明 混在 混在 混在 混在 混在

名 補足 生年 没年
直仁親王 閑院宮初代 1704 1753 ＊ ＊ ＊
典仁親王 閑院宮２代 1733 1794 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
美仁親王 閑院宮３代 1757 1818 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
孝仁親王 閑院宮４代 1792 1824 ＊ ＊ ＊
愛仁親王 閑院宮５代 1818 1842 ＊
貞建親王 伏見宮 1701 1754 ＊
家仁親王 京極宮 1703 1767 ＊ ＊
職仁親王 有栖川宮 1713 1769 ＊ ＊ ＊
尭恭法親王 妙法院宮 1717 1764 ＊ ＊ ＊
治子女王 光暁院 1720 1747 ＊
音仁親王 有栖川宮 1729 1755 ＊
成子内親王ヵ 籌宮 1729 1771 ＊
公仁親王 京極宮 1733 1770 ＊ ＊ ＊
公啓親王 直仁親王男 1733 1772 ＊
永皎王女 大聖寺宮 1733 1808 ＊
倫子女王 五十宮 1738 1771 ＊
元敞女王 林丘寺宮 1750 1797 ＊
織仁親王 有栖川宮 1753 1820 ＊ ＊ ＊ ＊
近衛因子 美仁親王妃 1754 1782 ＊
深仁親王 典仁親王男 1759 1807 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
公璋親王 典仁親王男 1760 1776 ＊ ＊ ＊ ＊
公延親王 典仁親王男 1762 1803 ＊ ＊
真仁親王 典仁親王男 1768 1805 ＊ ＊
宗恭王女 典仁親王女 1769 1821 ＊
盈仁親王 典仁親王男 1772 1831 ＊ ＊ ＊
貞子女王 美仁親王女 1782 1825 ＊
家久 近衛 1687 1737 ＊ ＊ ＊
尚実 九条 1717 1787 ＊ ＊
内前 近衛 1728 1785 ＊ ＊ ＊
輔平 鷹司 1739 1813 ＊ ＊ ＊
経熙 近衛 1761 1799 ＊ ＊
政熙 鷹司 1761 1841 ＊
冬熙 醍醐 1679 1756 ＊
常雅 花山院 1700 1771 ＊
通兄 久我 1709 1761 ＊ ＊
兼潔 醍醐 1717 1781 ＊
公積 正親町三条 1721 1777 ＊
廷季 三条西 1750 1800 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
愛徳 花山院 1755 1829 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
実起 三条 1756 1823 ＊
公修 三条 1774 1840 ＊
実勲 三条西 1785 1845 ＊
家厚 花山院 1789 1866 ＊
隆成 櫛笥 1676 1744 ＊ ＊ ＊
実岑 押小路 1679 1750 ＊
俊宗 綾小路 1690 1770 ＊
実積 風早 1691 1753 ＊
隆兼 櫛笥 1696 1737 ＊ ＊
宗建 難波 1697 1768 ＊
恒具 岩倉 1701 1760 ＊
宗家 下冷泉 1702 1769 ＊
隆英 八条 1702 1756 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
雅香 飛鳥井 1703 1765 ＊
賞雅 植松 1705 1785 ＊
為香 藤谷 1706 1757 ＊
通積 東久世 1708 1764 ＊
栄親 中山 1709 1771 ＊
為村 冷泉 1712 1774 ＊ ＊
公文 姉小路 1713 1777 ＊
房季 園池 1713 1795 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
尭真（重煕） 庭田 1717 1789 ＊ ＊
雅重 飛鳥井 1721 1779
公雄 風早 1721 1787 ＊
基望 園 1721 1794 ＊
重度 大原 1725 1793 ＊ ＊ ＊
隆望 櫛笥 1725 1795 ＊ ＊ ＊ ＊
実縄 梅園 1727 1794 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
隆輔 八条 1736 1790 ＊ ＊
公明 正親町 1744 1813 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
保香 高野 1747 1790 ＊ ＊ ＊ ＊
実富 押小路 1749 1826 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
定業 野宮 1759 1816 ＊
実秋 風早 1760 1816 ＊ ＊ ＊ ＊
隆礼 八条 1764 1819 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
実純 武者小路 1766 1827 ＊
公祐 高松 1774 1851 ＊ ＊ ＊
実光 正親町 1777 1817 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
定静 野宮 1781 1821 ＊



〈表二〉
函架番号（閑は省略） 3043 3045 3046 3047 3073 3071 3072 3032 3044 3033 3040 3028 3029 3036 3034 3030 3035 3039 3031 3048 3049 3050 3051 3052 3053 3054 3055 3056 3057 3058 3080 3081 3082 3083 3084 3078 3074 3059 3060 3061 3062 3063 3085 3065 3064 3066 3067 3068 3079 3069 3070 3027 3041 3042 3076 3026 3037 3038 3075 3077

開催時期（西暦） 1723 1729 1730 1731
1725
〜
38

1726
〜
39

1726
〜
39

1759 1765 1769 〜
1772 1772 1773 1773 1777 1777 1785 〜

1785 1787 1788 1788 1788 1788 1788 1788 1789 1789 1789 1789 1789 1789? 1789? 1789? 1789? 1789? 〜
1790

1781
〜
90

1791 1792 1792 1792 1792 〜
1793 1794 1794 1794 1794 1794 〜

1799 1810 1811 〜
1824 不明 不明 不明 混在 混在 混在 混在 混在

名 補足 生年 没年
直仁親王 閑院宮初代 1704 1753 ＊ ＊ ＊
典仁親王 閑院宮２代 1733 1794 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
美仁親王 閑院宮３代 1757 1818 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
孝仁親王 閑院宮４代 1792 1824 ＊ ＊ ＊
愛仁親王 閑院宮５代 1818 1842 ＊
貞建親王 伏見宮 1701 1754 ＊
家仁親王 京極宮 1703 1767 ＊ ＊
職仁親王 有栖川宮 1713 1769 ＊ ＊ ＊
尭恭法親王 妙法院宮 1717 1764 ＊ ＊ ＊
治子女王 光暁院 1720 1747 ＊
音仁親王 有栖川宮 1729 1755 ＊
成子内親王ヵ 籌宮 1729 1771 ＊
公仁親王 京極宮 1733 1770 ＊ ＊ ＊
公啓親王 直仁親王男 1733 1772 ＊
永皎王女 大聖寺宮 1733 1808 ＊
倫子女王 五十宮 1738 1771 ＊
元敞女王 林丘寺宮 1750 1797 ＊
織仁親王 有栖川宮 1753 1820 ＊ ＊ ＊ ＊
近衛因子 美仁親王妃 1754 1782 ＊
深仁親王 典仁親王男 1759 1807 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
公璋親王 典仁親王男 1760 1776 ＊ ＊ ＊ ＊
公延親王 典仁親王男 1762 1803 ＊ ＊
真仁親王 典仁親王男 1768 1805 ＊ ＊
宗恭王女 典仁親王女 1769 1821 ＊
盈仁親王 典仁親王男 1772 1831 ＊ ＊ ＊
貞子女王 美仁親王女 1782 1825 ＊
家久 近衛 1687 1737 ＊ ＊ ＊
尚実 九条 1717 1787 ＊ ＊
内前 近衛 1728 1785 ＊ ＊ ＊
輔平 鷹司 1739 1813 ＊ ＊ ＊
経熙 近衛 1761 1799 ＊ ＊
政熙 鷹司 1761 1841 ＊
冬熙 醍醐 1679 1756 ＊
常雅 花山院 1700 1771 ＊
通兄 久我 1709 1761 ＊ ＊
兼潔 醍醐 1717 1781 ＊
公積 正親町三条 1721 1777 ＊
廷季 三条西 1750 1800 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
愛徳 花山院 1755 1829 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
実起 三条 1756 1823 ＊
公修 三条 1774 1840 ＊
実勲 三条西 1785 1845 ＊
家厚 花山院 1789 1866 ＊
隆成 櫛笥 1676 1744 ＊ ＊ ＊
実岑 押小路 1679 1750 ＊
俊宗 綾小路 1690 1770 ＊
実積 風早 1691 1753 ＊
隆兼 櫛笥 1696 1737 ＊ ＊
宗建 難波 1697 1768 ＊
恒具 岩倉 1701 1760 ＊
宗家 下冷泉 1702 1769 ＊
隆英 八条 1702 1756 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
雅香 飛鳥井 1703 1765 ＊
賞雅 植松 1705 1785 ＊
為香 藤谷 1706 1757 ＊
通積 東久世 1708 1764 ＊
栄親 中山 1709 1771 ＊
為村 冷泉 1712 1774 ＊ ＊
公文 姉小路 1713 1777 ＊
房季 園池 1713 1795 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
尭真（重煕） 庭田 1717 1789 ＊ ＊
雅重 飛鳥井 1721 1779
公雄 風早 1721 1787 ＊
基望 園 1721 1794 ＊
重度 大原 1725 1793 ＊ ＊ ＊
隆望 櫛笥 1725 1795 ＊ ＊ ＊ ＊
実縄 梅園 1727 1794 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
隆輔 八条 1736 1790 ＊ ＊
公明 正親町 1744 1813 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
保香 高野 1747 1790 ＊ ＊ ＊ ＊
実富 押小路 1749 1826 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
定業 野宮 1759 1816 ＊
実秋 風早 1760 1816 ＊ ＊ ＊ ＊
隆礼 八条 1764 1819 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
実純 武者小路 1766 1827 ＊
公祐 高松 1774 1851 ＊ ＊ ＊
実光 正親町 1777 1817 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
定静 野宮 1781 1821 ＊



函架番号（閑は省略） 3043 3045 3046 3047 3073 3071 3072 3032 3044 3033 3040 3028 3029 3036 3034 3030 3035 3039 3031 3048 3049 3050 3051 3052 3053 3054 3055 3056 3057 3058 3080 3081 3082 3083 3084 3078 3074 3059 3060 3061 3062 3063 3085 3065 3064 3066 3067 3068 3079 3069 3070 3027 3041 3042 3076 3026 3037 3038 3075 3077

開催時期（西暦） 1723 1729 1730 1731
1725
〜
38

1726
〜
39

1726
〜
39

1759 1765 1769 〜
1772 1772 1773 1773 1777 1777 1785 〜

1785 1787 1788 1788 1788 1788 1788 1788 1789 1789 1789 1789 1789 1789? 1789? 1789? 1789? 1789? 〜
1790

1781
〜
90

1791 1792 1792 1792 1792 〜
1793 1794 1794 1794 1794 1794 〜

1799 1810 1811 〜
1824 不明 不明 不明 混在 混在 混在 混在 混在

通理 久世 1782 1850 ＊
公隆 武者小路 1785 1855 ＊
有長 綾小路 1792 1881 ＊
重豊 芝山 1703 1766 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
惟粛 交野 1706 1739 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
光綱 柳原 1711 1760 ＊
規長 甘露寺 1713 1784 ＊
時行 平松 1714 1786 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
兼胤 広橋 1715 1781 ＊
光胤 烏丸 1723 1780 ＊
固禅 裏松 1736 1804 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
益房 清閑寺 1736 1803 ＊
資枝 日野 1737 1801 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
持豊 芝山 1742 1815 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
伊光 広橋 1745 1823 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
光祖 烏丸 1746 1806 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
紀光 柳原 1746 1800 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
光実 外山 1756 1821 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
資矩 日野 1756 1830 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
胤定 広橋 1770 1832 ＊ ＊ ＊
資董 烏丸 1772 1814 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
均光 柳原 1772 1812 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
広仲 五辻 1687 1750 ＊
為範 五条 1688 1754 ＊
永房 高倉 1688 1755 ＊
兼武 萩原 1693 1765 ＊
範篤 西洞院 1704 1738 ＊ ＊ ＊
長誠 東坊城 1706 1781 ＊
行忠 石井 1716 1777 ＊ ＊ ＊
在家 唐橋 1729 1791 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
季忠 藤波 1739 1813 ＊ ＊
在熙 唐橋 1757 1812 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
信庸 西洞院 1758 1800 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
行宣 石井 1762 1838 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
祥光 北小路 1763 1819 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
為徳 五条 1763 1823 ＊
国幹 浅井 1668 1668 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
光枝 小佐治 1693 1764 ＊
成敬 藤木 1704 1769 ＊
光尚 浅井 1704 1745 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
国広 浅井 1716 1797 ＊
正重 田中 1718 1755 ＊
通遠 河野 1732 1796 ＊ ＊
証珉 土橋 1734 1799 ＊
光貞 土佐ヵ 1738 1806 ＊
信郷 羽倉 1739 1800 ＊
亮長 赤尾 1740 1812 ＊ ＊
方副 陌間 1741 1804 ＊
武経 山崎 1747 1819 ＊ ＊
保矢 藤木 1749 1800 ＊ ＊
正興 山科 1752 1795 ＊ ＊
応門 吉田 1752 1824 ＊ ＊
源永 今大路 1754 1814 ＊
道貫 山本 1756 1830 ＊ ＊
栄全 山中 1760 1796 ＊
宗恒 山本 1760 1823 ＊
元敷 平田 1761 1813 ＊ ＊
職登 小野 1761 1801 ＊ ＊
国房 浅井 1762 1797 ＊
可官 赤尾 1764 1852 ＊ ＊
平康 矢守 1769 1838 ＊ ＊
正章 田中 1771 1809 ＊
景雷 国栖ヵ ＊
之駿 伊藤 ＊
正任 ？ ＊
貞救 ？ ＊
秀政 ？ ＊
元重 ？ ＊
道瑞 ？ ＊ ＊
正衛 ？ ＊
懐英 ？ ＊ ＊
義源 ？ ＊ ＊
元璞 ？ ＊ ＊ ＊
宗清 ？ ＊
元成 ？ ＊
宗興 ？（本姓・秦） ＊
重道 ？（本姓・藤原） ＊ ＊
綱有 ？（本姓・源） ＊
慶□ ？ ＊
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開催時期（西暦） 1723 1729 1730 1731
1725
〜
38

1726
〜
39

1726
〜
39

1759 1765 1769 〜
1772 1772 1773 1773 1777 1777 1785 〜

1785 1787 1788 1788 1788 1788 1788 1788 1789 1789 1789 1789 1789 1789? 1789? 1789? 1789? 1789? 〜
1790

1781
〜
90

1791 1792 1792 1792 1792 〜
1793 1794 1794 1794 1794 1794 〜

1799 1810 1811 〜
1824 不明 不明 不明 混在 混在 混在 混在 混在

通理 久世 1782 1850 ＊
公隆 武者小路 1785 1855 ＊
有長 綾小路 1792 1881 ＊
重豊 芝山 1703 1766 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
惟粛 交野 1706 1739 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
光綱 柳原 1711 1760 ＊
規長 甘露寺 1713 1784 ＊
時行 平松 1714 1786 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
兼胤 広橋 1715 1781 ＊
光胤 烏丸 1723 1780 ＊
固禅 裏松 1736 1804 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
益房 清閑寺 1736 1803 ＊
資枝 日野 1737 1801 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
持豊 芝山 1742 1815 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
伊光 広橋 1745 1823 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
光祖 烏丸 1746 1806 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
紀光 柳原 1746 1800 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
光実 外山 1756 1821 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
資矩 日野 1756 1830 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
胤定 広橋 1770 1832 ＊ ＊ ＊
資董 烏丸 1772 1814 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
均光 柳原 1772 1812 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
広仲 五辻 1687 1750 ＊
為範 五条 1688 1754 ＊
永房 高倉 1688 1755 ＊
兼武 萩原 1693 1765 ＊
範篤 西洞院 1704 1738 ＊ ＊ ＊
長誠 東坊城 1706 1781 ＊
行忠 石井 1716 1777 ＊ ＊ ＊
在家 唐橋 1729 1791 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
季忠 藤波 1739 1813 ＊ ＊
在熙 唐橋 1757 1812 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
信庸 西洞院 1758 1800 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
行宣 石井 1762 1838 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
祥光 北小路 1763 1819 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
為徳 五条 1763 1823 ＊
国幹 浅井 1668 1668 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
光枝 小佐治 1693 1764 ＊
成敬 藤木 1704 1769 ＊
光尚 浅井 1704 1745 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
国広 浅井 1716 1797 ＊
正重 田中 1718 1755 ＊
通遠 河野 1732 1796 ＊ ＊
証珉 土橋 1734 1799 ＊
光貞 土佐ヵ 1738 1806 ＊
信郷 羽倉 1739 1800 ＊
亮長 赤尾 1740 1812 ＊ ＊
方副 陌間 1741 1804 ＊
武経 山崎 1747 1819 ＊ ＊
保矢 藤木 1749 1800 ＊ ＊
正興 山科 1752 1795 ＊ ＊
応門 吉田 1752 1824 ＊ ＊
源永 今大路 1754 1814 ＊
道貫 山本 1756 1830 ＊ ＊
栄全 山中 1760 1796 ＊
宗恒 山本 1760 1823 ＊
元敷 平田 1761 1813 ＊ ＊
職登 小野 1761 1801 ＊ ＊
国房 浅井 1762 1797 ＊
可官 赤尾 1764 1852 ＊ ＊
平康 矢守 1769 1838 ＊ ＊
正章 田中 1771 1809 ＊
景雷 国栖ヵ ＊
之駿 伊藤 ＊
正任 ？ ＊
貞救 ？ ＊
秀政 ？ ＊
元重 ？ ＊
道瑞 ？ ＊ ＊
正衛 ？ ＊
懐英 ？ ＊ ＊
義源 ？ ＊ ＊
元璞 ？ ＊ ＊ ＊
宗清 ？ ＊
元成 ？ ＊
宗興 ？（本姓・秦） ＊
重道 ？（本姓・藤原） ＊ ＊
綱有 ？（本姓・源） ＊
慶□ ？ ＊


